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はじめに

本稿では、近世障害史研究の先駆者生瀬克己氏の
『近世障害者関係史料集成』を中心に、１生瀬氏の研

究方法、編纂過程を概観し、２～５で収録史料の年
代、地域、刊行史料、表現・言葉の特徴を分析し、
近世障害史史料の種類、範囲、今後の史料収集、公
開方法を検討する （1）。
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要 旨

本研究では、近世障害史研究の先駆者生瀬克己氏の『近世障害者関係史料集成』を中心に、生瀬氏の研
究方法、編纂過程を概観し、収録史料の年代、地域、史料の種類、表現・言葉の特徴を分析し、今後の史
料収集、公開方法を検討した。その結果、年代は、安永期から文化期の18世紀後半から19世紀前期が多く、
幕府と各藩の法令に集中している。地域は、幕府（全国を含む）、江戸、加賀が多く、日本海側・小国に採
用が少ない。収録史料は、全体の４割が幕府や藩の法令集や記録類である。表現・言葉は、全体の８割が
視覚障害、その内４割は近世の盲人組織化された役職の四官である。今後、対象史料や地域の拡大、表現・
言葉の実態分析が必要と考える。

ABSTRACT

In this study, focusing on the “Collection of Historical Materials Related to People with Disability in the Early 

Modern Age” by Katsumi Namase, a pioneer in the study of early modern disability history, I overviewed his 

research methods and compilation process, analyzed the age, region, types of historical materials, and 

characteristics of expressions and words used in this collection, and examined methods of collecting and publishing 

historical materials in the future.

As a result, the chronology is mostly from the late 18th to early 19th century, from the Anei to Bunka periods, 

and concentrated on the laws and regulations of the Shogunate and various domains. In terms of regions, the 

majority are the shogunate (including the whole country), Edo, and Kaga, in contrast there are few adoptions on 

the Sea of Japan and small countries.  Forty percent of the historical materials in this collection are laws and 

records of the shogunate and domains.  In terms of expressions and words, 80% of the materials are visually 

impaired, 40% of them are Shikan, a hierarchy organized by the blind.  In the future, it is necessary to expand the 

number of target historical materials and regions, and to analyze the actual situation of expressions and words.
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１　生瀬克己の障害史研究

1－1　略歴と研究スタイル
生瀬克己氏は、1943年に大阪で生まれ、桃山学院

大学経済学部にて安澤秀一氏のもとで学び1966年に
卒業した （2）。その後、大阪市立大学大学院経済学研
究科に進学し、原田伴彦氏に出会い、博士課程を修
了し1974年に満期退学となる。同年、桃山学院大学
社会学部助教授（部落問題論担当）に就任し、1986
年社会学部教授（日本社会史担当）、1989年文学部教
授（人権問題・日本社会史担当）、2002年法学部教
授、そして2007年12月には名誉教授となったが、そ
の直後、2008年２月66歳で死去する。生瀬氏は近世
史・経済史を学び、就職後は桃山学院大学で部落問
題や人権問題、日本社会史の講義を行っており、こ
れらが研究の内容、関心の範囲といえる。

生瀬氏の障害史研究への過程は、安澤秀一氏の回
顧が詳しい （3）。安澤氏によると、生瀬氏は1964年近
世史料を読めるようになりたいということで安澤ゼ
ミに入り、卒業論文のテーマは大阪の被差別部落の
近世における人口動態であった。卒業論文を改稿し

「近世後期における被差別部落の人口変動について
―和泉国泉郡南王子村の場合―」として掲載さ
れた （4）。そして学内で被差別部落研究会を立ち上げ
るなど関心が深まり、当時部落史研究を進めていた
大阪市立大学の原田伴彦氏のもとへ進学した。九州
大学文化史研究所所蔵史料の閲覧から、筑後川舟運
と年貢米の関係の調査を進め、大阪市立大学在学中
の1969年に「近世領主財政の研究に関する覚書―

一つの問題提起として―」をまとめている （5）。安
澤氏は、生瀬氏の障害史への関心の最初は、桃山学
院大学就職後の1976年「近世後期における羣心の畸
愁と所在」と位置づけ （6）、「自分自身の身体障害を客
観的に見つめることが研究者として生きることの証
となったのではないであろうか。」と指摘している。
生瀬氏は幼児期の病気の後遺症のため歩行不自由で、
学内の移動で転んだり、調査の際に不安定な姿勢で
歩き続けたとあり、晩年は車椅子であった （7）。

大阪市立大学の同窓生である大島真理夫氏による
と （8）、生瀬氏は大学院の在学期間は一緒ではなかっ

たが、『大阪市会史』などで一緒に仕事をしたこと
や、大阪市立大学の障害者講演会の講師を依頼した
こともあり、交流があった。気さくな人柄で明るく
よくしゃべる人であった、ということである。そし
て、研究姿勢は、原文書中心の安澤秀一氏とは違う
が、安澤さんの取り組みは学んでおり、特に原田伴
彦氏の独自のスタイル（一般向けの語り）を踏襲し
ているのではと思う。この『近世障害者関係史料集
成』の形式は、原田氏の手法、刊本を中心に広く網
羅的で『大日本史料』のような編年体であり、それ
を踏襲している。そういう意味で経済史出身だが狭
い意味での経済史専門ではない、と評価されている。

このように生瀬氏の略歴・業績、安澤秀一氏、大
島真理夫氏の関係者の記録、聞き取りから、安澤氏
から近世史、原田氏から経済史・部落史を学んでい
る。研究は、部落史を出発点とし、その後自身の障
害に向き合うことで障害史を開始した。そして近世
史料の重要性と史料集のスタイルを踏襲し、『近世障
害者関係史料集成』の編纂を進めたといえる。

1－2　障害史研究と『近世障害者関係史料集成』編纂
ここでは、生瀬氏の障害史研究と『近世障害者関

係史料集成』の編纂についてみていきたい。研究・
活動の詳細は樋原裕二氏によりまとめられており、
ここでは主要著作の一部を対象とする （9）。

まず編集に関与した史料集として、1980年原田伴
彦他編『日本庶民生活資料集成』25・部落、1985年
南博責任編集『近代庶民生活誌』１人間世間、1986
年原田伴彦編集代表『編年差別史料集成・第２期』
近世部落編がある （10）。また部落史関係では、1981年
の解放出版社編『部落問題 : 資料と解説』をはじめ、
同年の児玉幸多他編『近世の被差別部落』、1985年原
田伴彦著・部落解放研究所編『部落解放を求めつづ
けて : 原田伴彦・部落問題選集』、1986年部落解放研
究所編『部落問題辞典』に関わっている （11）。先述し
たように史料集は、主に原田伴彦氏とともに関与し
ており、史料編纂の研究スタイルを学んでいると思
われる。

研究環境は、遺族から寄贈された図書の説明に、
「古代史・中世史・近世史に関する歴史学・民俗学
の図書をはじめ、民話集・伝説集の膨大な文献が残
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されていました。また東北から九州にかけての広範
な市町村誌の収集もなされていました」と記されて
いる （12）。この他にも、マルクス主義経済史学方法論、
近代史のジェンダー、都市スラム、出稼ぎなど多様
な図書があったとされるが、前述の歴史・民俗学、
市町村史を中心に障害史の研究を進めたことがわ
かる。

つぎに生瀬氏の主要著作は、部分執筆を除く単行
本の以下９冊である。
① 1983年『「孤独」と「放置」の精神史 : 障害者たち

の「近世」・年表編』千書房
② 1988年『障害者だから不幸なのか』三一書房
③ 1989年『近世日本の障害者と民衆』三一書房
④ 1991年『障害者問題入門』解放出版社
⑤ 1993年『《障害》にころされた人びと : 昭和の新聞

報道にみる障害の者（障害者）と家族』千書房
⑥ 1994年『障害者と差別表現』明石書店
⑦ 1995年『日本の障害者の歴史―近世篇』明石書店
⑧ 1996年編『近世障害者関係史料集成』明石書店
⑨ 2000年『共生社会の現実と障害者―21世紀を生

きる障害者のために』明石書店
この９冊はいずれも、障害者関連の著作であり、

この内、近世障害史に関連するものは①③⑦⑧であ
る。これらの著作の関連性をみると、⑦『日本の障
害者の歴史―近世篇』は、①の年表と③の再刊を
あわせたものである。また①の年表を増補したも
のが⑧『近世障害者関係史料集成』であることがわ
かる。

それでは『近世障害者関係史料集成』につながり、
前史といえる①⑦の「近世障害者年表」（1983～
1995）についてみていきたい。①によると、「発病以
前に作っていたカードを基礎に、手元に蓄えていた
史料集を加えて、たどたどしく「近世障害者年表」
を作成」したとある （13）。当時の学問の手法である史
料カードと史料集による、近世障害者に関する年表
作成が目的であったことがわかる。①の年表は実見
できていないが、再刊された⑦によると年表編は73
頁にもわたる。

この「近世障害者年表」の収録範囲は、慶長９年
（1604）～明治３年（1870）の267年間で収録数395件
（389件＋史料共通６件）である。凡例によると、①

期間は慶長８年家康の征夷大将軍就任から明治４年
職屋敷、検校特権廃止まで。②盲人以外は障害の部
位を記さず「障害者」とする。③障害者に対する同
じような見方があるハンセン病者も含む。④精神障
害者は含まず、他の障害者の関係中に精神障害者が
含まれている場合は含む。⑤出典、史料名と収書名
を記す、とある。収録期間の開始時期は征夷大将軍
就任という政治史の区分であるが、終了時期は、検
校身分の廃止という障害史における近世の範囲設定
といえる。また後述するが、近世の組織的な身分編
成の特徴として、視覚障害の盲人記事が多い。加え
て差別の対象となったハンセン病を含み、「乱心」な
ど史料には多く登場するが精神障害は除外している。

そして、この年表を増補した⑧『近世障害者関係
史料集成』では、収録期間が慶長９年～明治３年の
267年間となっている。収録範囲は若干変化してお
り、徳川幕府の成立から明治政府までと一般的な政
治史区分といえる。収録数は621件と、「近世障害者
年表」から1.5倍増加しており、特に『桜井市史』『岡
山県史』など地方史料が増え、関連史料として「参
考資料」が新たに付加される。凡例によると、①活
字化史料を対象とし、年代順に記事を並べ、史料名
と関連史料を参考資料とする。②ハンセン病を収録
したが、近代のハンセン病と一致しない皮膚疾患も
含む。③史料収録の体裁、用字法、テキスト原注の
扱い。④史料内容を示す文章（綱文）の説明、がある。

年表と比較すると収録数が1.5倍増加し、史料本文
を掲載しており、研究の段階を大きく進めたといえ
る。しかし、その史料選定には、活字化史料のみを
対象とし、ハンセン病を含むなど、いくつかの特徴
がうかがえる。つぎにこの特徴、偏在を分析するこ
とにより、生瀬氏が「私が目を通しうる」、非常に狭
い範囲内の史料から、近代の前提となる近世の障害
者観とはどういうものであったかという問題意識のも
と編纂した、近世障害史史料について分析したい （14）。

２　年代分布

まず史料の年代分布について、全体621件の内、年
紀があるもの606件、年不詳は15件である。特に「近
世障害者年表」から出発しており、年不詳が少ない
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のが特徴といえる。図１の年代分布の期間をみてい
くと、1596～1870年と275年間あるが、慶長年間を元
年で採用したためである（貞享年間など年間とある
ものは元年として採用する）。その内、記事の採用が
ない０件は76年分あり全体の28％、１件は59年分

（21％）、０～３件では全体の77％となり、ほぼ全体
の４分の３を占める。記事の多い８件以上は11年分
あり、内訳は、万治２年（1659）、貞享２年（1685）、
享保10年（1725）、安永３年（1774）、安永５年、天
明５年（1785）、寛政元年（1789）、文化２年（1805）、
文化９年、文化10年、天保14年（1843）、最大は12件
の文化10年である。図１をみると掲載資料の年代は
満遍なく分布しているようにみえるが、安永期から
文化期の18世紀後半から19世紀前期が多い。

史料の多い年代は幕府と各藩の法令に集中してお
り、内容はつぎのようにまとめられる。
① 安永３年　９件中法令６件、幕府触、村を訪問す

る浪人・旅僧・修験・瞽女・座頭に対して、施し
や宿泊の強要禁止。

② 安永５年　11件中12件（参考資料として別年含）、
幕府触、百姓・町人の盲目の子が、検校の弟子に

ならず琴・三味線・針治療・あんまや武家へ仕官
するものに対し、今後盲人は検校の支配下。

③ 天明５年　10件中８件、幕府触、中国・四国筋の
盲僧が青蓮院支配へ、武家陪臣は青蓮院・検校い
ずれでも可、百姓・町人は検校の支配下。

④ 文化９年　８件中４件、幕府触、村を訪問する浪
人・旅僧・修験・瞽女・座頭に対して、施しや宿
泊の強要は幕領・私領に関係なく捕縛。

⑤ 文化10年　12件中12件、幕府触、医業・売トをす
る盲人も検校配下であり、人別改のときに師匠で
ある検校名を記す。

⑥ 天保14年　８件中８件（別年含）、幕府触、安永５
年令の再令。
これらは幕府触が各藩に通達される事例であり、

内容は同様のものが多く、各地の事例蓄積による数
量の増加といえる。後述の収録刊行史料の分析でも
あきらかであるが、法令集からの採用が多く、特に
各藩の『藩法集』の刊行によって各地の触が増加し
ている。

その他、特定地域の江戸・会津・鳥取各地で、つ
ぎのような事例がみられる。
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図１　『近世障害者関係史料集成』収録史料の年代分布
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① 万治２年（1659）８件中５件、江戸：幕府が50歳
以上・15歳以下の者と障害者の振売商人に対して

「振売札」を与えるため調査実施。
② 貞享２年（1685）８件中９件（別年含）、会津藩：

会津風土記・風俗帳に、会津や川原町では、修験・
医師・座頭など自身番役勤務中は諸事町役免除。

③ 享保10年（1725）８件中４件（別年含）、鳥取藩：
藩は座頭の村での芸業が村民の迷惑となるため他
国出を許可。

④ 文化２年　８件中５件、各地：淡路に河内から１
人で８人分の芸をする盲人が来。

⑤ 寛政元年（1789）９件中、幕府（別年含）と各藩
２件、三河刈谷２件、寛政年間５件
以上より、幕府の触が全国へと通達され豊富な各

地の事例が紹介されている。地方文書群の年代分布
に比べると幕末・明治初年が少ないことがわかる。

３　地域分布

生瀬氏収集史料の地域の偏在については、樋原裕
二氏がすでに「地域性への目配りが乏しい」「蝦夷と

琉球を除く全国各地の事例によって議論が構成され
ている」と、地域性の欠如を指摘する （15）。この指摘
を受けて、どのような地域分布の特徴があるのか、
史料637件（重複、不明７件含）を分類した。まず全
国・広域的な地域であるが、全国の可能性が高い幕
府112件がもっとも多く、広域９件は、中国西国４件
の他、関東・近畿・西国筋・中国四国・九州が各１
件である（図２）。幕府関係の記事は、万治元年２月
10日「幕府では、小姓組番頭の米津出羽守田盛を水
戸・徳川家にさしむけて、先日の狩りで得た雁を与
える。この日に岩船検校は平家を演奏する」とあり、
定府であった水戸藩邸での可能性が高く、江戸で実
施されたものと考えられる。このように、全国的な
触ではなく、江戸やその近郊のみの場合もあるが、
現段階で統一性をとるため幕府と記された史料は全
国と分類した。

つぎに三都・各国別をみていくと、三都（江戸・
京・大坂）132件、各国509件である。記事が多い順
に並べると、江戸95件、加賀49件が多く、江戸は人
口、史料の多さ、加賀は『加賀藩史料』から41件と
史料集の偏りによるものである。20件台は、信濃27

図２　『近世障害者関係史料集成』収録史料の地域分布
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件、肥後24件、陸奥（会津11件）23件、京・三河22
件、因幡20件で、これも各地の藩法集や三河の『刈
谷町庄屋留帳』等史料集の影響である。10件台は、
薩摩18件、筑後・備前17件、大坂15件、武蔵12件、
伊勢・紀伊11件、和泉10件で、生瀬氏の研究フィー
ルドであり三都である大坂が少ない。

また０件なのは17国で、佐渡・安房・飛騨・遠
江・尾張・志摩・伊賀・若狭・隠岐・出雲・石見・
壱岐・対馬・丹後・丹波・長門・日向である。能登
は加賀藩として加賀に、大隅は鹿児島藩として薩摩
に集約したため除いた。佐渡から壱岐まで日本海沿
岸が多く、安房・飛騨・志摩・伊賀・壱岐・対馬な
ど小国が多いのが特徴であるが、大藩である尾張が
ないのは偏在といえる。後述するが、尾張では17世
紀末から18世紀初の尾張藩士朝日文左衛門が記した

『鸚鵡籠中記』があり、名古屋城下の様々な記事を収
録している。

このように、地域の偏在は史料の偏在といえ、主
に三都の史料ならびに各藩法集や地方史料からの採
録の影響であり、未掲載地域は全体の４分１にもあ
たることが判明した。

４　収録刊行史料の分類

高野信治氏は、生瀬氏収集史料について、「法令や
記録類が中心で、創作性を内在しにわかに史実とは
認定しがたく編年困難なためか、説話類からは皆無
といえる。」と述べている （16）。実際に掲載史料名を
みていくと、『新訂増補国史大系　徳川実記』54件、

『加賀藩史料』41件、『徳川禁令考』36件と法令や記
録類が多い。

以下、内容により８種に分類し件数の多い順に説
明すると、高野信治氏の指摘の通り、最大は①法令
集の25種、合計257件、全体の41％を占める。その内
訳は『加賀藩史料』41件、『徳川禁令考』36件、『御
仕置例類集』22件、『藩法集』７熊本藩21件、同８鹿
児島藩、同２鳥取藩18件、同11久留米藩17件、『御触
書集成』など幕府と各藩の法令である。②史料集は
７種90件で、内訳は『新訂増補国史大系　徳川実記』
54件、『大日本史料』14件、『日本庶民生活史料集成』
13件、『近世地方經濟史料』『新異国叢書』『新群書類

従』『珍書刊行会叢書』である。③随筆集は４種69件
で、『日本随筆大成』23件、『随筆百花苑』17件、『続
日本随筆大成』16件、『未刊随筆百種』13件となって
いる。

④地方史は14種68件で、『刈谷町庄屋留帳』22件、
『会津風土記・風俗帳』『南紀徳川史』10件、『博多津
要録』８件、『新編信濃史料叢書』『浪速叢書』『青森
県租税誌』である。⑤自治体史は16種63件で、『長野
県史』13件、『岡山県史』10件、『松阪市史』９件、
茨城・富山・神奈川・和歌山、桜井市・大阪市・鎌
倉・大田区・竹原市・東京市・鎌掛村・川越市な
ど。⑥史料は単体の史料翻刻であり16種33件、『三川
雑記』５件、『正宝事録』『武江年表』４件、『慶長見
聞集』『甲子夜話続篇』『上方巷談集』『慈善救済史
料』『泰平年表』『天保改革町触史料』など。⑦同和・
部落史料は12種24件あり、『奥田家文書』７件、『徳
島県部落史関係史料集』４件、『兵庫県同和教育関係
史料集』『北九州部落解放史資料』『高知の部落史』
など。⑧その他２種17件、『徳川時代警察沿革誌』16
件、『史料館研究紀要』１件である。

つぎに利用史料について、引用の多い論文と『近
世障害者関係史料集成』を比較する。1978年初出、
1989年改題収録、1999年再録された「領主層の障害
者保護」を対象とした （17）。この論文では、史料の引
用が82件あり内16件は『近世障害者関係史料集成』
の未掲載史料である。またその内６件は新史料の『池
田光政日記』、『続群書類従』、『石川県史』、『新編・
埼玉県史』、『平塚市史』、『岩槻市史』となっている。

このように研究、論文執筆の過程で『近世障害者
関係史料集成』に掲載する史料も選定されたと思わ
れる。また全体の４割を占める幕府や藩の法令集や
記録類が多数を占めているのは事実であるが、地方
史と並んで随筆集からも採録が多く、政治・行政関
連の史料のみではなくバランスのとれた配分ともい
える。ただ自治体史の刊行が進んだ1980年代であっ
たが、地方史からの採用は少なく、地域分布でも樋
原氏の指摘の通り、地域性の欠如、いいかえると各
地の藩法は採用されているが、膨大な地方史への目
配りは少ないといえる。
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５　対象となる表現・言葉

最後に掲載された表現・言葉についてみていく。
高野信治氏は、「辞書からの〈障害〉表現採録に当
たっては、この「あやし」という心性が付随してい
ると考えられる人の個性に関わる表現・言葉を広く
収集した。」と定義している （18）。一方で「「不具」「狂
乱」「愚昧」など、障害を想定させる様態表現がある
ものの、病と区別し難い場合もあり、そもそも前近
代にかかる差異化認識があったかどうかも検討すべ
きであろう。」と指摘している （19）。

このような指摘を踏まえて、対象となる表現・言
葉を、現在の障害種別でまとめるとつぎのようにな
る。収録史料の表現・言葉を綱文や史料本文から抽
出し全体で87件、999点である。まず①視覚障害は

「座頭・検校・盲人・盲女・瞽女・勾当・盲目・瞽
者・盲僧・盲・眼病・目悪敷・瞽師・按摩・かた
目・衆分・目鼻なくして」と17件あり、783点で全体
の78％を占める。その内、近世の盲人組織である四
官「検校・別当・勾当・座頭」が最も多く392点で全
体の39％となる。内訳は、身分・職業では座頭185
点、検校168点、勾当38点、按摩２点、衆分１点であ
る。集団では盲人143点、盲目38点、瞽者32点、盲18
点、身分・職業・集団では盲女60点、瞽女48点、盲
僧30点、瞽師３点、状態では眼病11点、目悪敷３点、
かた目２点、目鼻なくして１点となっている。瞽女
は盲目の女と鼓を打ったり三味線を弾いたりして唄を
うたう、門付けをする盲目の女芸人と二つの意味があ
るため、身分・職業・集団に分類した （20）。

つぎに②聴覚・言語障害は３件９点で全体の１％
と少ない。言葉として、聾７点「聾・つんほう・ツン
ホ」がほとんどで、「耳、一向通し不申・物不言」が
各１点である。視覚障害に比べても圧倒的に少ない。

③肢体不自由は28件78点で全体の８％である。ま
ず上肢４件８点、両手のなき者２点、「手なへ、七
ツ、腕ハ次第ニ末程ホソク」１点などである。一方
の下肢は８件26点あり、行歩不叶者８点、ちんば・
びっこ、居去、足痛各４点、達磨男、蹇・足跛２点、
あしよわ１点などである。そして上下肢４件８点あ
り、「手足痛病・手足疾跛・手足難叶もの・手足不自

由成病人・手臂の不具なるもの・四肢に指なき者・
四肢病・片手長く足かゝまり」である。肢体全体は
８件39点、不具17点、廃疾11点、身体不叶３点、こ
しぬけ・疵人・腰引各２点、腰痛病・癖疾（かたか
い、けいれん）各１点である。

④精神・知的障害は９件21点あり全体の２％であ
る。内訳は、生得愚眛６点、愚昧４点、乱心３点、
発狂・狂気、乱気２点、「かしこからぬ者、ばか、も
のぐるい、心持乱す」１点である。

⑤病弱・虚弱は18件56点あり全体の６％で、内訳
は、病者・病気・病人、癩病各10点、中風８点、時
疫４点、「かったい、持病・宿痾、廃人、瘡毒」各３
点、煩、疱瘡各２点、「咳嗽、虚弱者、残疾、湿毒、
重病、痛風、疝癪、瘧疾」各１点などである。

⑥いずれにも分類が難しいその他は12件52点あり
全体の５％で、内訳は、片輪・片羽者34点、「異形の
者・異類異形、十二人芸」３点、「口の耳までさけ、
背中より足、耳目口鼻の不具なる者」２点、「怪キモ
ノ、三面の子、蛇体、小人、厄介、訳在」１点など
である。特に片輪については、「肉体的、または精神
的、知能的に、一部、障害をもっていること」とあ
ることからいずれにも分類できるためその他に含め
ている （21）。

以上より、全体の８割、大部分が視覚障害、その
内４割は近世の盲人組織化された役職の四官である。
それ以外の分類は、肢体不自由が少し多い程度で割
合的には変わらない。生瀬氏が凡例でも述べている
ように、精神障害は除外しているため少なく、また

「差別の対象となったハンセン病」も含むことから派
生して、障害につながる病も含まれている。これら
表現・言葉の偏在は、４でみた史料の種類の偏在に
密接に連携しており、幕府や藩の法令による盲人組
織の統制や、盲人の活動記録の膨大さが８割を超え
る結果に表されている。

おわりに　障害史史料の展開

以上、生瀬克己氏の『近世障害者関係史料集成』
を中心に、まず研究方法、編纂過程、つぎに収録史
料の年代、地域、刊行史料、表現・言葉から分析し、
近世障害史史料の特徴を概観した。今回の作業では、

生瀬克己『近世障害者関係史料集成』の編纂と障害史史料

－37－



『近世障害者関係史料集成』の記事をつぎの２種類の
データとしてまとめた。①件名別－年月日、綱文（内
容概略）、史料名、出典、刊行物、地域、言葉、②刊
行物－刊行物名、分類、よみ、件数、編者、刊行者、
刊行年、巻数である。この作業により特徴を抽出し
たが、今後、近世障害史研究を展開するには、やは
り対象とする史料と地域の拡大、そして関連する表
現・言葉の分析が必要と考える。

すでに高野信治氏により、新しい史料である近世
の辞書、仏教説話、地方記録の紀伊田辺町大帳、武
家夫婦の日記 （22）、樋原裕二氏により、京都の町触、
孝義録、備前国孝子伝の孝子褒賞史料などからの抽
出や分析がある （23）。筆者自身も孝子褒賞史料の形成
に関心を持ち、肥後国天草郡の孝子行状、庄屋日記、
関連文書から病気・障害の事例抽出を試みてい
る （24）。

特に孝子褒賞、孝子伝には、つぎの伊予大洲藩の
延享２年（1745）「予州大洲好人録」のように、庶民
の日常、孝子の契機となる親の病気・障害（中風の
病、手足の痿痺）、介助の様子（介抱の親切）が詳細
に描かれている （25）。

    中山村町塗師重兵衛妻姑へ孝行之事
重兵衛妻六年以前嫁し来りしに、姑ハ十とせ已
来、中風の病わつらひ、老にさへせまりて、日々
におとろへ巳の年の夏よりいやましにやまひも
重り、手足猶更痿痺して、我と起居する事能ハ
ず、人手もなき身なるに、嫁来りしより此かた、
姑への事いとやさしく、百事心にへず唯姑の疾
のミ憂て、奉養のせハゝゝ敷も苦にせず、便の
穢しきをも厭ハず、介抱の親切なる事、始終一
日のことし

この「予州大洲好人録」をはじめ、幕府「孝義録」、
丹後田辺藩「田辺孝子伝」、小浜藩「若州良民伝」、
福岡藩「筑前孝子良民伝」、岡山藩「備前国孝子伝」
など、各地の孝子伝から抽出を行っている。

また『近世障害者関係史料集成』に掲載のない尾
張でも、17世紀後半の尾張藩士朝日文左衛門の日記

「鸚鵡籠中記」には、つぎのような乱気・乱心・唖関
連の史料が、貞享４年（1687）の２ヶ月に３件と頻

出する （26）。

四月六日、松岡伝助召仕い、裸にて蔵王辺を徘
徊しそのほか所々飛び廻る、少し乱気と見え候
故、伝助暇出し、請人へ相渡候処、夜中に又兵
衛方へ来たりけれども、門明かず候故、隼人屋
敷早川長兵衛方へ罷り越す、ここにて裸にいた
し候由
   （中略）
同十三日、出来町坪井庄八乱心、女房〈近江守
家頼野々村喜蔵の女にて新左衛門姉なり〉と村
田角兵衛〈野々村がおとななり、娘に付きて庄
八が処に居せり〉を切り殺す、召仕い女にも手
負わす、庄八は召し捕られ籠舎、〈庄八、父は隠
齋とて清洲越よりみそのの住なり、大金持なり、
後零落す、庄八太鼓等打ち、御前へも出る、喜
蔵が女唖なり、故に金を付けて庄八に嫁す〉
朝岡半入三男喜左衛門乱心
   （中略）
同（六）月十一日　坪井庄八打首に成り、尸は
親類へ被下  （筆者注：〈〉割注）

一方で生瀬氏が対象とした幕府や藩の触において
も、採録すべき史料は存在する。つぎのように肥後
国天草郡（幕府領）の御用留、嘉永３年（1850）盲
人門弾修業に関する触は、地方の実態が判明するも
のといえる （27）。

態得御意候、然者当郡盲人とも門弾仕聊宛之合
力を請取続候処、村ニ寄他村之盲人門弾修行難
成断候村茂有之哉ニ而、今般歎出候ニ付御伺申
上候処、諸勧進・物もらひ与違、盲人之儀修行
ハ差留候筋ニ無之段被仰聞候間、是迄之通門弾
修行無差支様御心得可被成候、此段以村継申進
候、已上
    十一月七日　　　　会所詰大庄屋
東筋組組、村々大庄屋・庄屋衆中

このような触・御用留をはじめ、藩政文書や地誌
も対象範囲として拡大可能である。報告において、
①生瀬克己氏の編纂意図ではなく対象史料集の限界
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では、②各時代における障害とは何か、障害の定義
を検討、③史料に障害が記録される意味の検討が必
要との指摘を受けた。いずれも今後の課題として、
どの史料を対象として抽出・データ化し分析可能な
ように公開するか検討したい。その方法として、史
料集からの抽出を行い、障害史研究の史料を作成・
公開することにより、「障害史」という学問の存在を
可視化し裾野を広げることが可能である。本稿の分
析はその前提であり、先人生瀬克己氏の業績を継承
する一歩といえる。

付記　大島真理夫氏には、生前の生瀬克己氏につい
て詳しくご教示いただいた。ここに記して感謝した
い。本稿は2021年７月25日第６回障害史研究会で報
告した内容を基にしている。
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